「戦争と医の倫理」の検証を進める会・設立総会へのメッセージ
安斎育郎（立命館大学国際平和ミュージアム・名誉館長）

「戦時、ドイツの医者は『公認の殺人者』だった」─1993年、立命館大学国際平和ミュージアムは、ドイツの医師たちが制作した『人間の価値展』を開催しましたが、その最初のパネルにはそのような告白文がありました。731部隊や生体解剖事件を思い起こすとき、日本の医学関係者たちにも同様の反省を踏まえた今後への「医の倫理の表白」があってしかるべきだと、当時強く感じたことを改めて想起します。立命館大学国際平和ミュージアムは、ドイツの医師たちが制作したパネルに、日本の戦争と医の倫理をめぐる何枚かのパネルを付け加えて展示しました。しかし、何といっても、日本の医学関係者自らの内発的な表白として、こうした真摯な反省と今後への倫理規範の提起がなされるべきであり、今回設立総会に漕ぎつけたご関係の方々の「戦争と医の倫理」を検証しようとするご努力に深く敬意を払い、今後の活動に心よりご期待申し上げます。
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